
第３学年 国語科学習指導案

３年２組 ２７名

指導者 谷 節 子

１ 単元名 味わおう！ ミラクル大豆

２ 単元設定の理由
３年生になり，国語科においては『ありの行列』で，段落ごとに内容を読み取ったり，段落

相互の関係を考えたりしながら読み進める楽しさを味わった。また『おもしろいもの，見つけ

た』では，取材カードを作って段落ごとに事柄を分け，全体の組み立てを考えながら文章に書

くことに意欲的に取り組んだ。児童は「書く」活動に意欲的な者も多く，ある程度の分量の文

章を事柄の順序に従って書くことができる。反面，内容的な深まりは十分とは言えず，説明文

を自力で論理的に読み取ったり，中心をはっきりさせて書いたり，有効に段落分けして書いた

りする力はまだ十分身に付いているとは言えない。

以上のような学習者の実態を念頭に，本単元では『すがたをかえる大豆』で読み取りの学習

をし，そこで知り得た事実をもとに実際に大豆の加工食品づくりを体験する。そして，自分の

体験やゲストティーチャーの説明，インタビューなどから分かった事柄をまとめて作り方の説

明書(レシピ)を書き，日頃から交流の多い４年生に紹介しようというものである。学級園で大

豆を育てるのは初めてのことで，４年生も関心をもっている。ゲストティーチャーを招いての

調理活動は，「総合的な学習の時間」(藍住町いま・むかし～食べ物編～)に行う。学習内容が

幅広く多岐にわたる単元であるため，学習者の意欲や興味が持続するよう，多様な学習活動を

取り入れながら，学習者個々の個性が発揮できるよう支援したい。また，効果的な相互評価の

場面も設定し，学習活動を通して互いのよさを学び合い，影響を受け合いながら学習を進めら

れるよう，指導を工夫したい。

『すがたをかえる大豆』では，冒頭の話題の投げかけに続き，大豆をおいしく食べる工夫の

例が段落ごとに並列的に書かれている。本時は，中心となる語や文を手がかりに，段落ごとに

大豆をおいしく食べる工夫について読み取ったことを，グループや全級で確かめる。中心とな

る語や文を見つけることは比較的容易であるが，ことばだけのまとめに終わらないよう，大豆

に手を加えるときのことばについて，実物の道具を提示したり，ことばの意味を動作化したり

して，生きたことばの学習ができるよう配慮したい。また，それによって，調理活動やレシピ

作りなど今後の学習活動に対する期待感や意欲を高めたい。

３ 単元の目標
（１）学習者の活動目標

○ ミラクル大豆のレシピを紹介しよう。

（２）指導目標

◯ 聞いたり体験したりしたことを，興味・関心をもって主体的に説明書に書こうとしてい

る。

○ できあがった説明書をもとに，説明を加えたり感想を述べたりすることができるように

する。

○ 聞いたり体験したりしたことから書く事柄を集め，メモをもとに説明書を書くことがで

きるようにする。

○ 中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え，内容を読み取ることができるよう

にする。

○ 小見出しや段落，横書きのきまりなどを理解して書くことができるようにする。



４ 本単元における評価について

能力 評価規準 子どもがことばの力を身に付けた姿の一例 評価の資料

関 聞いたり体 ・「十分に満足できる」状況 ・手順カード
心 験したりした 説明書作りにたいへん興味をもって，手順カー ・工夫カード
・ ことを，興味 ド・工夫カード・感想カードをたくさんそろえ， ・感想カード
意 ・関心をもっ 意欲をもって説明書を書こうとしている。 ・説明書を書
欲 て主体的に説 いている
・ 明書に書こう ・「おおむね満足できる」状況にするための指導 様子
態 としている。 学習の手引きを用意して，手順通りにカードを
度 書くことができ，活動意欲をもつことができるよ

うにする。

できあがっ ・「十分満足できる」状況 ・紹介の様子
話 た説明書をも 相手の反応を確かめながら説明書の説明をした ・ふりかえり
す とに説明を加 り，友達の説明のよいところによく気付いたりし カード
・ えたり，感想 ている。
聞 を述べたりし
く ている。 ・「おおむね満足できる」状況にするための指導
能 説明書をそのまま読まず，ポイントをしぼって
力 説明ができるように助言する。また，友達の説明

を意欲をもって聞くことができるように，項目ご
とのふりかえりカードを用意する。

聞いたり体 ・「十分満足できる」状況 ・手順カード
験したりした 小見出しを効果的に使ったり，段落に分けたり ・工夫カード

書 ことから書く して，手順を分かりやすく，また，興味をひくよ ・感想カード
く 事柄を集め， うに書いている。 ・説明書
能 メモをもとに
力 説明書を書い ・「おおむね満足できる」状況にするための指導
ている。 学習の手引きを提示したり，教師がいっしょに

考えたりしながら，順序をおさえた説明書を書く
ことができるようにする。

中心となる ・「十分満足できる」状況 ・発言
語や文をとら 文章構造が「初め」「中」「終わり」の三つに分 ・学習の手引

読 えて段落相互 けられることを理解し，内容を整理して読み取っ き
む の関係を考え， ている。
能 内容を読み取
力 っている。 ・「おおむね満足できる」状況にするための指導

学習の手引きを使って，段落ごとに大事なこと
ばや文に注目しながら，まとめることができるよ
うにする。

小見出しや ・「十分満足できる」状況 ・説明書
段落，横書き 小見出しや段落，横書きのきまりをよく理解し

言 のきまりなど て，自分の力で書いている。
語 を理解して書
事 いている。 ・「おおむね満足できる」状況にするための指導
項 教師とともに，大事なことを短く分かりやすい

ことばに置き換えて小見出しを考えたり，段落に
分けて書いたりしていくことができるようにする。



５ 学習計画（全１８時間）

学習活動と指導(★) 学習者の意識の流れ 身に付けさせたい力

１ 学習計画を立てる。
（１時間） 学級園の大豆が茶 えっ，これがきな このかたい豆を食

色くなったよ。枯 こになるんだっ べていたのかな。
★春にまいた種から大豆が実 れてしまった て。
っていることに注目させ， のかな。
自分たちの食生活と大豆と
の関わりに，疑問や興味を
もつことができるようにす 変身の秘密を知りたいな。 ４年生は大豆を育てていない
る。 ので，教えてあげたいな。

「ミラクル大豆レシピ」を作ろう。

２「すがたをかえる大豆」を読
み，大豆を食べる工夫を知る。 大豆の変身を知ろう。
(６時間 本時３／６)

[読]中心となる語や
大豆はいろいろな わたしも作ってみ 昔から，家ではど 文をとらえる。

★段落やキーワードに注意し 食べ物に変身して たいな。 のように作ってい [読]段落相互の関係
て，大豆をおいしく食べる いたんだな。 たのかな。 をとらえる。
工夫を読み取ることができ (発言･学習の記録)
るようにする。

総合的な学習の時間 大豆を使って作ろう，食べよう。

「藍住町のいま・むかし」
本当に大豆はいろ 作り方の手順や みんなにも教え

～食べ物編～ いろな食品に使わ 大切なことをメ てあげたいな。
れていたんだね。 モしておこう。

説明書の作り方を知って「ミラクル大豆レシピ」にいかそう。
３ 体験や取材をもとに説明書
(レシピ)を書く。

（９時間) 横書きってどう書くのかな。

★実際の説明書から様々な工 横書きって読みや 横書きの書き方が ４年生に読んでも
夫を見付け，自分も作って すいな。 分かったよ。早く らえるように書き
みたいという意欲がもてる 書いてみたいな。 たいな。
ようにする。 [書]読んだり聞いた

り調べたりしたこと
★手順･工夫･感想に分けてカ 作り方のメモを手 ちょっとしたコツ 作ったときの気持 から，書く事柄を集
ードを書くことができるよ 順ごとに分けて書 や大切なところは ちも書いておくと める。
うにする。 いておこう。 色分けして書くと いいかな。 (手順･工夫

分かりやすいね。 ･感想カード)

[関]経験したことや
みんなが作ってみたくなるようなレシピにしよう。 調べたことなどにつ

いて，進んで書こう
とする。

★情報カードを並べたり整理 手順ごとに番号を 小見出しを付けて 絵も入れると楽し (レシピ作りの様子)
したりして，分かりやすい 付けるとよく分か みよう。 いな。
説明書が書けるよう助言す るよ。 [書]構想メモをもと
る。 に書く。 （説明書)

レシピができたので題をつけよう。

★相手の心を引き付けるよう
な楽しいキャッチコピーを キャッチコピーを作って題 発表の練習も早くしたいな。
考えることができるように にしよう。
する。

４ 説明書を見せ合い，感想を 「ミラクル大豆レシピ」ができたよ。みんなに読んでもらい
伝え合う。 たいな。

（２時間）

★食品の作り方や文の書き方 みんなはどんなふ 友達のレシピの良 良いところを見つ
に目を向けて，相互評価で うに書いているの いところを見つけ けてもらって，自
きるようにする。 かな。 合おう。 信がついたよ。 [話・聞]絵や本・掲
★自分のレシピのよさが，よ 示物などを見せなが
く伝わるような話し方がで ら話す。
きるようにする。 ４年生に「ミラクル大豆レシピ」を紹介しよう。 (紹介の様子

・学習の記録)



６ 本時の学習
（１）本時の目標

①学習者の活動目標

大豆をおいしく食べる工夫をまとめよう。

②指導目標

中心となる語や文をとらえ，段落の内容を読み取ることができるようにする。

（２）展開

学習活動 指導上の留意点 身に付けさせたい力 評価の資料

１ 本時の学習 ○全文を通読し，本時は大豆を

のめあてをつ おいしく食べる工夫の例を確

かむ。 かめることを確認する。

２ ひとり調べ ○段落の書き始めのことばや

をもとに，大 「くふう」ということばに注意

豆をおいしく しながら，段落ごとに食べ方

食べる工夫に の工夫と食品を確かめるよう

ついて，グル にする。

ープで確かめ ○主体的に学習活動に取り組め

る。 るよう，グループで話し合い，

確かめ合うようにする。

３ 大豆をおい ○実物提示や動作化によって， ○中心となる語や文 ・学習の記録

しく食べる工 ことばの意味を実感できるよ をとらえる。 ・発言内容

夫についてま うにしながら，大豆をおいし

とめる。 く食べる工夫をまとめる。

４ 本時の学習 ○大豆をおいしく食べる工夫や

を振り返って 知恵について，もっと調べて

感想を話し合 みたいという意欲がもてるよ

い，次時の学 うにする。

習に意欲をも

つ。

（３）本時の評価

「十分満足できる」 ことばの意味を正しく理解しながら，段落ごとに内容を整理し

状況 て読み取っている。

「おおむね満足で 各段落の初めの一文に注目すればよいことを助言し，キーワー

きる」状況にす ドとなることばを示唆する。

るための指導


